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れぞれのサンプルから total RNAを抽出した。 
2. 9種類のアンカープライマー (Tプライマー) と逆転写酵素を用いて 1本鎖 cDNA を合成し、それ




4. 切り出したバンドに含まれる DNA を PCR により再増幅し、プラスミドベクターにライゲーション後、
大腸菌に形質転換した。 
5. アルカリ-SDS法によりプラスミド精製を行い、DNAシーケンサーを用いて塩基配列を決定した。 







は、Northern Blot や RT-PCR 等により再現性の確認を行った後に、味細胞における機能の解明を目指
す。 
表 50通りのプライマーセットから得られたクローンの数 
ポリアクリルアミドゲルから切り出したバンドの数 301 
再増幅に成功した切り出したバンドの数 200 
配列を決定したクローンの数 313 
 
 
